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2025年度　春季保土ケ谷区民

少 年 野 球 大 会 開 催 要 綱

保土ケ谷区内を活動の場とし、責任ある指導者により組織された保土ヶ谷区少年野球連盟加盟チームとする。（指導
者は成人に限る。）

一・三軍とも選手は各25名以内とし、一軍は小学３年生以上。三軍は小学４年生以下をもって編成する。監督・コー
チは選手以外に登録する。

一軍戦登録については単独チームとし、複数チームによる選抜編成は不可とする。

保土ケ谷区内在住の小学生，または区内の小学校に在学し、責任ある指導者により組織されたチームとする。（指導
者は成人に限る。）　※一般参加としＢ項と重複しないこと

（例:ＡＢ２チーム登録し、片方が６年生、一方が５年生で構成→両方一軍登録とする）
但し、本大会への登録選手及び監督・コーチの一・三軍への重複登録は認められない。

本大会の予選会及び決勝大会並びに本要項に定める以外の競技運営に関する細則は、保土ヶ谷区少年野球連盟競技運
営細則を準用する。

「金属・ハイコンバット(複合バット)は、連盟公認（JSBB）のものに限る。
但し、打撃部にウレタン及びスポンジ等の素材がある物は使用禁止とする。」※一軍のみ適用

予選会の各試合の審判は、各チームから２名（監督・コーチ等）の協力を得て、自チームの前後の審判を行う。球審
は、当連盟の審判部員が担当する事が望ましい。

2025年3月30日(日)から5月25日(日)の日曜・祝祭日（及び土曜日）に実施する。

背番号は選手０～99番とし主将は１０番を着用、監督３０、コーチ２９・２８番とする。
（本大会の試合においてこの背番号以外の着用は認めない）
※一軍でＡＢ登録及び三軍登録の場合「主将は10番を着用」を必須としない。

試合は、一軍・三軍　６回戦とする。

試合時間は、一軍は１時間３０分、３軍は１時間２０分とする。いずれも定められた時間を超過した場合は
正式試合となる。（但し、本部大会一軍決勝戦はこの規定を適用しない。）

各試合とも、試合時間内であっても、延⾧戦は行わない。但し、決勝トーナメントでは特別ルールを行う。

本大会の予選会及び決勝大会並びに本要項に定める以外の競技運営に関する細則は、保土ヶ谷区少年野球連盟競技運
営細則を準用する。

予選会の各試合の審判は、各チームから２名（監督・コーチ等）の協力を得て、自チームの前後の審判を行う。球審
は、当連盟の審判部員が担当する事が望ましい。

本大会は、本要綱・当少年野球連盟競技運営細則及び公認野球規則、並びに全日本野球連盟諸規程・連盟取り決め事
項（競技者必携）を準用して実施する。

一・三軍とも予選会で代表を決め決勝大会を行う。代表決定にあたって勝敗が同じの場合は、　　　　　得点率（得
点を得・失点の合計で除す。（同率の場合は、同率チームの対戦結果で決定する。）

1 人の投手は、1日70球以内の投球数とする。
（三軍戦は60球以内とし、予選会および親善大会は１イニング打者9名までとし、アウトカウントに関係なく
攻守交替とする）
運用については、全日本野球連盟の指針および競技者必携(30頁)「2.競技に関する連盟特別規則8項」の
規則を適用する。

使用球は、一・三軍とも公認J号ボールとする。


